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1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 4770100560

法人名 医療法人　陽心会

 当ホームは、国道３３０号線安里交差点の北側約200ｍに位置し、周囲を民家に囲まれています。又、
さらに北側へ約200mには、おもろまち駅(モノレール)があります。利用者一人ひとりに合わせた適切な
ケアを行うため、各居室担当者を決めて日々の利用者様の情報を共有しています。更に医療法人の
特性を活かし訪問診療や訪問看護と迅速に対応できる支援体制です。又、感染対策委員会からの支
持を受けて健康維持・健康管理に努め不安のない生活を送ることができています。現在は、コロナ禍
で感染防止対策のため、専門講師によるアートセラピーが実施できない状況ではあるが、温かく家庭
的な雰囲気づくり、寄り添いながら個々のペースで安心感を与えるような支援を継続して行きます。

事業所名 グループホーム　たかまーみの家

所在地 那覇市字大道９４番地3号　4階

自己評価作成日 評価結果市町村受理日 令和5年1月13日

基本情報リンク先
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/47/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&Jigyos
yoCd=4770100560-00&ServiceCd=320&Type=search

評価機関名 株式会社　沖縄タイム・エージェント

所在地 沖縄県那覇市上之屋1-18-15　アイワテラス2階

3. 家族の１/３くらいと

訪問調査日 令和4年　12月9日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印
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4. ほとんどできていない
1. 毎日ある 1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの

3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない
1. ほぼ全ての利用者が 1. 大いに増えている

グループホームに馴染みの人や地域の人々が
訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり、深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

4. ほとんどいない
1. ほぼ全ての利用者が 1. ほぼ全ての家族等が

1. ほぼ全ての利用者が 1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
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職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない
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利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）
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66

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

　国道沿いから少し入った住宅街に立地し、法人の４階建て建物の１階は地域交流室、２階は小規模
多機能型居宅介護、３階はグループホーム、４階が当事業所である。医療法人が母体の事業所で医
療体制が整っており、訪問看護や訪問診療の協力も得られ、薬局の薬剤師との連携も図れている。
　事業所の理念は現管理者が就任してから職員とともに考え事業所名の頭文字を使って誰でもわかる
ような言葉を意識して半年かけて作られている。職員は毎朝利用者とともに唱和し、実際に日々のケ
アの実践に活かされている。職員同士も日頃からお互いに意見を言い合える関係作りができており、
働きやすい環境になっている。
　コロナ禍でも事業所の特性を活かして１階の駐車場で持ち手の花火大会を開催したり、日頃から屋
上での日向ぼっこ等屋外に出られる工夫をしている。食事は３食とも事業所で手作りし、利用者も野菜
の下ごしらえを一緒に行ったり、クリスマスなどの行事には普段とは違ったメニューを提供するなど食
事が楽しめるような工夫もしている。

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

4. ほとんど掴んでいない

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が



沖縄県（ グループホームたかまーみの家　）

自己評価および外部評価結果
自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事
業所理念をつくり、管理者と職員は、その
理念を共有して実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認
知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について
報告や話し合いを行い、そこでの意見を
サービス向上に活かしている

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、
事業所の実情やケアサービスの取り組み
を積極的に伝えながら、協力関係を築くよう
に取り組んでいる

外部評価自
己

外
部

項　　目

職員全員で考えた理念を朝の申し送りと、３モッ
トーを利用者と一緒に唱和して実践につなげて
います。

現管理者が７年程前に当時の職員とともに事業
所名の７つの頭文字をとって理念を作成し、３
モットーとして「ラウンジゼロ、声掛け徹底、なー
なーゼロ」を作成した。理念にある「えん助する
人される人、寄り添う心」を職員は特に意識しな
がら利用者に寄り添った支援を実践している。理
念と３モットーは事業所内に掲示し、毎朝輪番制
で利用者と職員が一緒に唱和している。

近隣の住民とは、午前・午後と顔を合わせては
挨拶・情報交換・軽く会釈等をしています。住民
との会話の中で新聞の活用に関して話をしたら
毎週木曜日は新聞のゴミ捨て日なのだがゴミと
して捨てずに有効活用できるならと今では、古新
聞の新聞提供者となっており有効活用しており
ます。近隣の散髪屋のおじさんとは何らかの短
い会話をしています。

近隣住民・他事業所・病院からの居室の空き状
況、入院、退去等の電話相談を受けています。し
かし、認知症介護の実践の中で職員の知識向
上を図り、勉強会やミーティングを行っているが、
地域との交流はコロナ禍で自粛しています。

今年度も前回に引き続き、新型コロナ感染防止
対策のため職員のみで開催行う。その際に活動
内容や入居状況、利用者の事故及びヒヤリハッ
ト報告書、今後の予定等を運営推進会議の委員
の方々に議事録を郵送しています。

運営推進会議の議事録を郵送していますが、ア
ンケート用紙での指摘事項アドバイス等を受け
ております。

事業所は７年前に現地に移転しており、自治会
には加入している。現在はコロナ禍で自治会活
動の参加は見送っているが、近隣の住民と日頃
から挨拶や会話を交わし、今は３ヶ所から新聞
紙の提供をしてもらっている。近所の散髪屋から
事業所に訪問散髪が来たり、散髪屋の手作り
ジーマーミ豆腐を事業所で購入して食事に出す
等日頃からつきあいがある。

運営推進会議は年６回開催しているが、今年は
新型コロナウィルス感染拡大防止の為、外部の
構成員(利用者家族代表・行政・知見者・地域住
民)には書面で報告し意見を求め、職員と利用者
が集まって開催している。会議の内容は、利用
者の状況報告や活動・行事報告、事故報告など
が記載されており、議事録は事業所内でファイリ
ングし閲覧できるようにしている。
市の担当者が運営推進会議の構成員となって
おり、会議の意見や感想などを書面にてやりとり
している。市担当者から「備蓄リストの作成」の提
案があり、事業所では既に作成されていたリスト
を資料として送った。利用者の介護保険の手続
きの際に管理者が直接窓口を訪れたり、行政か
らはボランティア制度の案内や研修案内等が郵
送やファックスで送られてくる。

1/11 ㈱沖縄タイム・エージェント



沖縄県（ グループホームたかまーみの家　）

自己評価および外部評価結果
自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着
型サービス指定基準及び指定地域密着型
介護予防サービス指定基準における禁止
の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をし
ないケアに取り組んでいる

7 （6） ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅
や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業
や成年後見制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、そ
れらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利
用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十
分な説明を行い理解・納得を図っている

10 (7) ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や
職員ならびに外部者へ表せる機会を設け、
それらを運営に反映させている

身体拘束適正化対策委員会は、身体拘束の有
無に関わらず、3ヶ月1回以上開催、議事録の整
備と職員への周知徹底に努めています。

（一社）沖縄県認知症グループホーム協会の介
護者研修「高齢者虐待防止に向けて」研修参加
者による勉強会を実施し、日々のケアで虐待が
見過ごされることのないようにしています。

現在、当ホームの利用者の中に3名の成年後見
人制度を利用されているため勉強会を行い、実
際に後見人の仕事の内容等で質問をしたりして
学びの機会があり知識の共有化を職員共々に
図っています。

入居前には、本人のもとへ訪問し、本人の状態
を確認します。次に重要事項説明書・契約書内
容を口頭で読み合わせ説明し確認しながら利用
者や家族等の不安や疑問点を尋ね十分な説明
を行い理解・納得を図っています。

新型コロナウイルス感染防止対策の為、面会が
禁止になっている事から利用者のキーパソンか
らの電話・面会の際に日頃より悩みや困りごとな
どのないか可能な限り意見・要望に近づけるよう
に務めています。家族さんより「ワクチン接種後
の副反応が気になる」という事から全家族さんに
電話で状況報告をしています。

身体拘束等の適正化のための指針とマニュアル
が整備され、３か月に１回、身体拘束適正化対
策委員会を開催、現在は新型コロナウィルス感
染拡大防止の為、知見者へは郵送で報告し意
見を求めている。事業所では身体拘束は行なっ
ていないが、身体拘束禁止対象となる具体的内
行為等について話し合っている。職員は年４回
の身体拘束についての勉強会を開催している。
虐待防止についてのマニュアルが整備され、職
員は言葉遣いや口調に気を付けながら日々の
ケアを行っている。ケアの中で気になる言葉遣い
があれば、職員同士が気を付けその場で声をか
け意識づけ合い、職員のミーティングで振り返っ
ている。虐待について外部の研修にも職員が参
加し職員のミーティングでフィードバックしてい
る。

利用者からの運営に関する意見は日々のケア
の中から聞き取ったり、今年度は運営推進会議
に全利用者が参加している為、会議の中で聞き
取っている。家族とは事業所からの電話や面会
時に聞き取り、「面会したい」との意見に対して、
感染対策を徹底した上で短時間での窓越し面会
を実施している。

 

2/11 ㈱沖縄タイム・エージェント



沖縄県（ グループホームたかまーみの家　）

自己評価および外部評価結果
自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

11 （8） ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させて
いる

12 (9) ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケア
の実際と力量を把握し、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニ
ングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流
する機会を作り、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービス
の質を向上させていく取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づ
くりに努めている

定期的に行われる全体ミーティングで働きやす
い環境をつくりため意見を出し合い改善すべきと
ころは改善しています。琉球民謡CDやDVD等増
やしてほしいと要望がありまして購入をし利用者
と職員が一緒に歌ったり踊ったりと楽しく過ごし
ている。時々代表者による経費・人事給与の見
直し等のズーム会議があります。

職員個々の努力や実績、勤務状況を把握し、給与水
準、労働時間、やりがいなどは、管理者が代表者へ報
告しています。例えば、、賞与等については人事考課
制度を導入し業務遂行能力や勤務状況等に応じて本
部に推薦依頼状を提出して報酬が得られるように取り
組んでいます。※ハラスメント対策への取り組み方と
して【参考資料厚生労働省資料介護現場におけるハ
ラスメント対策】基本マニュアルとして勉強会をしてい
ます。

沖縄県グループホーム協会・事業所内・法人全
体の勉強会の参加、個々で参加したい研修があ
れば、事業所外の研修に参加できるようシフト調
整し取り組んでいます。

沖縄県グループホーム協会の研修や近隣の事
業所の意見及び情報交換を行うよう努めていま
したが、コロナウイルスの影響（家庭内感染含
む）により参加できたり、出来なかったりです。

入所する際に本人又は、家族などから、どのよう
に過ごしたいか聞き取りをし不安や要望に耳を
傾けて本人の意向に寄り添い安心して生活でき
るように努めている。

毎月の職員ミーティングで運営についての意見
や要望を出し合う機会があるが、職員は管理者
や職員の中のリーダーにも意見を言いやすい関
係作りができており日頃から気になったことは伝
えられている。今年度は利用者のために琉球民
舞の踊り付きのDVDを買い足したり、電化製品
が故障した場合も、法人が電器会社と提携して
いる為、故障や買い替えの対応が早い。

法人の就業規則が作成されており、年１回の人
事考課制度を導入している。職員の健康診断は
年１回～２回実施されており、健康面が気になる
職員に対しては産業医との面談も実施してい
る。職場におけるハラスメントの防止に向けて、
運営規定に明記されており、外部の研修への参
加や事業所職員の勉強会も実施している。
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沖縄県（ グループホームたかまーみの家　）

自己評価および外部評価結果
自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努め
ている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場にお
かず、暮らしを共にする者同士の関係を築
いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場にお
かず、本人と家族の絆を大切にしながら、
共に本人を支えていく関係を築いている

20 （10） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に
努めている

入居前に家族や相談員等と情報共有し要望等
聞きサービス計画を細かく説明し安心して信頼
関係づくりに努めています。

サービスを導入する段階で、本人のニーズをしっ
かり把握して、入居に必要な支援の見極めを行
いサービスの向上に努めています。

利用者のキーパソンからの電話・面会の際に日
頃より悩みや困りごとなどのないか可能な限り意
見・要望に近づけるように務めています。入口の
玄関には意見箱を設けています。

本人の今まで生活暦や培ったこと等の時代背景
を考慮に入れ本人と家族の絆を大切にしなが
ら、ともに本人を支えて行く関係を構築する。

できる限りコミュニケーションが取れるよう電話や
手紙はがきなどを活用し継続して関係築けるよう
に努めている。時々、利用者さんが住んでいた
アパート、娘が経営していたお店や昔良く通った
市場等をむ巡り、車窓からの見学を行っていま
す。

コロナ禍で行きつけの美容室などに行くことは現
在はできていないが、入居前からの友人との関
係が切れないように電話や手紙、はがきのやり
取りを継続している。また、入居前に住んでいた
自宅の近くなど馴染みのある場所付近をドライブ
している。
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沖縄県（ グループホームたかまーみの家　）

自己評価および外部評価結果
自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが
孤立せずに利用者同士が関わり合い、支
え合えるような支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これま
での関係性を大切にしながら、必要に応じ
て本人・家族の経過をフォローし、相談や
支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （11） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経過
等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている

利用者同士の関係を把握し軽レク・体操・ゲーム
等で家庭的な雰囲気が作れるように関わる支援
をしています。

退去された後も、相談があれば必要におうじて
本人・家族のフォローし支援に努めている。

日々のケアの中で、コミュニケーションが可能な
利用者からは、直接話を聞き、意思の疎通が厳
しい利用者からは表情や手の動き等反応から汲
み取るようにして職員間で情報を共有していま
す。食堂ホールでは、あまり話さない利用者様
は、居室では日常会話から、本人の意向を話す
方がいまして個々の思いを職員間で共有してい
ます。

これまでの関りのあった他施設・本人や家族から
の情報を収集し職員全体で把握しています。

一人ひとりの1日の過ごし方、心身状態有する力
等の現状把握として、介護記録の活用や申し送
りでの質疑応答等で情報共有し把握に努めてい
ます。

利用者の思いや意向は日々のケアの中から、言
葉や表情などから把握するように努め、ケア会
議などで職員間で情報を共有している。出身が
遠方の利用者については故郷のことを話しなが
ら暮らし方を引き出す工夫をしたり、利用者の思
いや意向についてはアセスメントで聞き取り介護
計画に記載している。
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沖縄県（ グループホームたかまーみの家　）

自己評価および外部評価結果
自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

26 （12） ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を
共有しながら実践や介護計画の見直しに
活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ
れない、柔軟な支援やサービスの多機能
化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよ
う支援している

30 （13） ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している

チームで作る介護計画とモニタリングとして、介
護計画は長期目標は１年、短期目標は6か月と
し、3か月毎にモニタリング実施しています。作成
の際、家族様の意向や本人様の意向を確認し、
利用者の状態変化に応じた随時の見直しも行っ
てケアをする職員が疑問に感じたときにはケアカ
ンファレンスを行い、現状に沿った介護計画を作
成できるように務めています。

日常生活の様子や気づきを、スタッフ日誌や介
護記録し申し送りノートを利用し、職員間で情報
共有を行い支援を行っています。

できる限りニーズに答えられるように訪問診療や
訪問看護等の支持・アドバイスを受けて臨機応
変に対応するよう努めています。

地域での行事参加、イベントへ外出したりしてい
ましたが、コロナ禍の影響により参加できてない
状況が続いていますが、しかし、地域の商店や
八百屋さんからの配達は継続しています。

当法人の医療機関と連携し訪問診療・訪問看
護・居宅療養管理指導等、適切な医療が受けら
れるように主治医、看護師からの指導やアドバイ
スを受けています。皮膚科や眼科等他科への受
診支援は基本家族が行い、対応できない場合は
職員が同行し情報提供書も受診しています。

介護計画は居室担当の職員を中心とし、利用
者・家族の意向を確認しながらケアカンファレン
スで話し合い、主治医には電話で意見を求め作
成されている。長期目標を１年、短期目標を６ヶ
月、モニタリングを３ヶ月毎に実施し、日々のケア
実施記録を記入している。計画に変更があった
場合は朝の申し送り時に職員へ周知している。

法人医療機関の訪問診療を週1回、７名が受
診、精神科などについては家族対応で行ってい
る。週１回の訪問看護により適切な医療提供が
受けられ、職員は安心してケアに臨んでいる。入
居時に「医療連携体制に関する同意書」を得て２
４時間オンコールの体制がとられている。医療法
人の特性を活かして利用者全員に訪問看護師
によるコロナワクチン接種が行われている。
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沖縄県（ グループホームたかまーみの家　）

自己評価および外部評価結果
自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

31 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情
報や気づきを、職場内の看護職や訪問看
護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるように支援
している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、又、できるだけ早期に退院できるよ
うに、病院関係者との情報交換や相談に努
めている。あるいは、そうした場合に備えて
病院関係者との関係づくりを行っている。

33 （14） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明し
ながら方針を共有し、地域の関係者と共に
チームで支援に取り組んでいる

34 （15） ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全
ての職員は応急手当や初期対応の訓練を
定期的に行い、実践力を身に付けている

35 (16) ○災害や感染対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を全職員が
身につけるとともに、地域との協力体制を
築いている。又、感染症の予防やまん延防
止の為に委員会の開催や指針を整備し、
研修及び訓練を定期的に実施している。

訪問看護師と共に、日々の情報共有と毎日の変
化を報告し合える環境づくりに努めています。状
態変化がある時には法人内の医療スタッフと連
携が図れるように努めています。

病状が悪化しないように初期の段階で健康状態
の相談を訪問診療・訪問看護との定期的な情報
交換を行い入退院がスムーズに連携できるよう
に務めています。

重度化した場合の方針として、契約時に利用者
や家族には医療行為や看取りできないことを説
明し了解を得ています。利用者の急変時には協
力医療機関と連携し搬送する等、情報を共有し
ながら支援に取り組んでいます。

訪問診療・訪問看護による応急手当や初期対応
は医療専門職より指示アドバイス等を受けてま
す。又、緊急ファイルを作成し、急変時にはそれ
に従い対応できるよう担っています。いつでも確
認できる場所に保管している。転倒リスクの高い
利用者は食堂ホールの近くの居室に移動して特
に夜間は見守りを徹底しています。

昼間想定・夜間想定の消防訓練を年2回実施していま
す。訓練内容は、総合訓練（消火、通報及び避難訓練
を一連の動作で行う訓練）です。訓練後は、必ず水消
火器訓練を実施している。災害時に備えて連絡体制
や避難場所の確保、食料・飲料水・ラジオ・懐中電灯
等、備蓄の確保もしています。※感染対策委員会より
新型コロナ感染症に関してのマニュアルが作成されて
発生時のフローもあり、全職員がいつでも見れるよう
に掲示しております。

入居時に利用者や家族に「看取り及び重度化に
関する方針」を丁寧に説明し、利用者の急変や
状態変化の際は、速やかに協力医療機関を通じ
て、対応可能な施設や医療機関への紹介を行っ
ている。退院後のケアについても利用者、家族
に寄り添った支援に取り組めるよう、医療機関と
の情報交換を行っている。

事故発生マニュアル、急変対応マニュアルが整
備され、ヒヤリハットや事故報告書が簿冊されて
いる。再発防止検討会議があり、夜間の転倒リ
スクについて、職員の意見交換や訪問看護師か
らの意見など議事録が作成、周知されている。
事故発生時には、訪問診療医への報告を行い、
指示を受ける連絡体制が整っている。

昼夜を想定した総合訓練を１０月と１１月に連続
して実施している。複合施設のため、３事業所合
同で訓練を行い、1階駐車場で水消火器による
消火訓練も実施している。災害時の緊急連絡網
が以前のままのため、異動のあった職員のリスト
の見直しなども含めてフローチャートを利用した
連絡網の訓練を実施する機会を持てるよう期待
する。

備蓄品リストは整備されているが、備
蓄場所や消費期限が明確に記載され
ていないため、食品ロスにも繋がる事
から、更なる台帳の整備に期待する。
全職員が年に1回、訓練に参加できる
体制づくりに期待する。

7/11 ㈱沖縄タイム・エージェント



沖縄県（ グループホームたかまーみの家　）

自己評価および外部評価結果
自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （17） ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表し
たり、自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそって
支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援している

40 （18） ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとり
の好みや力を活かしながら、利用者と職員
が一緒に準備や食事、片付けをしている

一人ひとりの人格を尊重し、利用者様への言葉
づかいに配慮して自尊心を傷つけないように三
モットーの一つである「なーなーゼロ」を唱和して
います。これは、発声する事で慣れ合いにならな
いよう、不適切な対応にならないよう務めていま
す。又、トイレ介助時には特に配慮（ひざ掛けタ
オル）する対応をし、カーテン仕様になっているト
イレはパーテーションを置いています。

日常生活の中で、不安・不穏がある場合、側に
寄り添い傾聴し本人が自己決定が出来るように
働きかけています。

その日の状態を観察しながら利用者の意向を尊
重し希望のそって支援をしています。

日々の生活の中で、朝の洗顔、整容で身だしな
みを整えたり、入浴後の衣類はできるだけ、利用
者様が決定できるように努めています。

ご利用者様の殆どが、食事を楽しみにしていま
す。食事形状を変えたり、希望・要望があれば近
づけるよう努めています。又、人参の皮むきやも
やしの髭をとったり仕出しの準備を一緒になって
会話をしながら行っています。食後は、皿洗い・
お膳拭き等を手伝ってもらっています。※感染拡
大防止の為、食前食後の手指消毒及びテーブ
ル消毒は、徹底し行っています。

リビングに理念、運営規定を掲示し、職員は常に
意識して不適切な対応にならないよう留意してい
る。個人情報の保護について運営規定等に記載
し、従業者との雇用契約に謳われている。感情
的な言葉遣いやスピーチロックなど気が付いた
ら、職員間でも注意しあえる良好な関係性が築
けている。

3食とも全量食べられる方が多く、1年ほど前から
朝食をパンに変えた事で更に食欲が上がってい
る。食堂勤務の経験がある利用者など３～4名の
方が準備、後片付けなどを手伝ってくれる。3食
職員が調理し、最近コック経験のある職員が入
職したため、味付けの変化が楽しめるようになっ
た。食材は、地域の食品店から定期的に配達し
てもらうなど地域との関係性が保たれている。
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自己評価および外部評価結果
自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を
通じて確保できるよう、一人ひとりの状態や
力、習慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応
じた口腔ケアをしている

43 （19） ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活か
して、トイレでの排泄や排泄の自立にむけ
た支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食
物の工夫や運動への働きかけ等、個々に
応じた予防に取り組んでいる

45 （20） ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわずに、個々にそっ
た支援をしている

毎食後、水分・食事摂取状況や、味加減を聴き
ながら記録し職員間で共有し支援をしている。

残存機能を活かしできない所は、声掛けや一部
介助で口腔ケア支援をしている。

一人ひとりの排泄チェツク表及び排泄パターンを
把握し日中は、利用者全員にトイレでの排泄支
援を行っています。夜間は、オムツやポータブ
ル、トイレ案内等、利用者個々に応じた対応をし
ています。夜間時ナースコールで職員を呼ぶ利
用者もいます。又、排泄に失敗した場合はシャ
ワーで洗う等清潔保持に務めています

個々の水分量の把握や食材等の工夫を行い軽
体操・レク等で体の循環を良くし訪問診療・看護
等の支持アドバイスをうけながら個々に応じた予
防に取り組んでいます。

日々の体調及び本人の訴えを確認しながら、
個々にそった支援を行っています。時々BGM（オ
ルゴール）を流しています。

日中は、排泄チェック表や水分量のチェックを行
い、早めの声掛けで、全ての利用者がトイレを利
用して排泄を行なっている。夜間は、オムツや
ポータブルトイレ利用、トイレへ案内するなど利
用者それぞれに合わせた対応を心掛けてい
る。、ヨーグルトを利用者全員が毎日摂取する事
により、下剤に頼らない自然な排便を促すよう努
めている。

基本的に週2、3回で午前中に入浴支援を行なっ
ている。同性介助を基本としているが、本人の同
意を得て異性が介助する場合は、羞恥心に配慮
して支援している。シャワーチェアーや入浴用の
車イスも整備され、重度の利用者には２人で介
助するなど安全に配慮している。時には、気分を
変えてリラックスして入浴できるように、浴室近く
でBGMにオルゴールを流す工夫をしている。
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沖縄県（ グループホームたかまーみの家　）

自己評価および外部評価結果
自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、休息したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している

47 (21) ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服
薬の支援と症状の変化の確認に努めてい
る

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている

49 （22） ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。又、
普段は行けないような場所でも、本人の希
望を把握し、家族や地域の人々と協力しな
がら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応
じて、お金を所持したり使えるように支援し
ている

生活リズムが昼夜逆転にならないように、一人
ひとりのペース合わせて、安心して気持ちよく眠
れるよう支援しています。

薬剤師による一包化で、名前や日付、服用のタ
イミングを表記して貰い誤薬がないように努めて
います。職員は、マニュアルにそって支援を行っ
ています。

個々の本人の時代背景を参考にしながら、ご本
人・家族さんからの要望・希望を再度確認し生活
暦や力を活かした役割、楽しみ事の支援を行っ
ています。

利用者の体調を確認しながら、当ホーム建物屋
上にて沖縄県で一番の高層マンションを背景に
モノレールが通過していくシーンをみながら気分
転換を図る。又、ドライブしながら近隣の公園へ
いきティータイムをして会話を楽しむ。コロナ禍の
中、外出支援は少なくなりましたが、日没前後、1
階駐車場にてツケ花火を楽しみ気分転換を図る
こともあります。

ご本人が買いたいものや必要な物等がある場合
にはキーパーソンに相談連絡して買ってきても
らっています。金銭管理は、家族が管理していま
す。家族がいらっしゃらない方は、後見人が管理
をしています。

服薬支援マニュアルが整備され、与薬の注意事
項などが明記されている。利用者５名が、居宅療
養管理指導を受けており薬剤師による一包化で
夜勤者が翌日の薬を配薬している。職員の与薬
時のダブルチェックなどで、誤薬は防止されてい
る。薬情情報は、個別にファイルされ、薬の変更
などは、居室担当がファイリングし、職員が確認
しやすい場所に保管している。

コロナ禍の折、全員での外出支援を自粛してい
るが、個別に近くの公園へ散歩に出掛けたり、屋
上からの景色を楽しむなど気分転換を図れるよ
うに工夫している。感染対策を取りながら、アセ
スメントを基に以前住んでいたアパートの近くを
ドライブするなど利用者に寄り添った支援が行わ
れ、時には家族支援でかかりつけ医への通院時
に外出、外食などをできるよう配慮している。
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沖縄県（ グループホームたかまーみの家　）

自己評価および外部評価結果
自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援をし
ている

52 （23） ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって不
快や混乱をまねくような刺激（音、光、色、
広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご
せるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせるよ
うな居場所の工夫をしている

54 （24） ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室は、本人や家族と相談しながら、使い
慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ
自立した生活が送れるように工夫している

ご家族様から電話があったり、利用者様からの
ご希望がある場合につないでいます。利用者様
の中には手紙やハガキのやり取りをしている方
がいます。

食堂ホールには、季節感が味わえるような飾り
付けをし各居室においては、アートセラピー作成
したものを壁に掲示したりしてます。又、室温、湿
度等もその都度調整し換気をよくし、過ごしやす
い環境に整えています。

気の合う方を食堂ホールでは隣同志に座ってい
ただいて会話を楽しんでいます。居室で過ごして
いる方は職員が入って傾聴し安心した生活をで
きるように声かけたりしてます。

契約時に自宅で使用していた使い慣れたタンス・
椅子・ソファ‐家族写真などを持ち込むことができ
る旨を説明してリラックスして自室で過ごせるよう
に務めている。

安全・安心した生活を過ごせるように居室のドア
入口に表札を表示してご自分の部屋だとわかる
ようにしています。又、通路・浴室・トイレ等に手
摺りがあり、ふらつきがある時には見守りを徹底
し安全な環境づくりに工夫し改善しています。

利用者が集うリビングには、事業所理念と運営
規定が掲げられ職員が常に意識して実践に取り
組める様、考慮されている。居室も含めて換気に
気遣い湿度計、温度計を設置し、食前食後の
テーブル消毒、定期的な手すりやドアノブの拭き
掃除、食前の手指の消毒など、感染対策に取り
組んでいる。壁に掛けられた手作りの日めくりと
クリスマスの飾りつけが季節感を演出している。

エアコン、ベット、タンスなどが備え付けられ、そ
れぞれの居室担当が利用者の使い勝手に合わ
せて引出しに表示をするなど、下着などが分かり
易いように配慮されている。温度計、湿度計、
ナースコールもベット脇に整っているが、利用さ
れる方は2人位に留まっている。入り口には、名
前の表示と花をあしらったプレートの表札が掛か
り、迷わずに自室へ戻れるよう工夫されている。
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　（別紙４（２）） 事業所名：グループホームたかまーみの家

目標達成計画 作成日：　令和 ４ 年 12月 28日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 35 ◯災害や感染対策

・備蓄場所や消費期限を明確に記載する。
・消費期限を明確に記載する。
・全職員が年に1回、訓練に参加できる体制
作り。

備蓄品リスト作成にあたって、全職員が把
握できる理解しやすい台帳を整備していき
ます。又、全職員が訓練に参加に関しては
新型コロナの状況を鑑みて話し合いをして
いきます。

１２ヶ月

2 ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組
む具体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　


